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本日の主要
プログラム クラブフォーラム（青少年奉仕）
① 国歌斉唱・ロータリーソング（奉仕の理想）　　② 会長あいさつ
③ 会 務 報 告　　④ 出 席 報 告　　⑤ ニコニコBOX披露

～ 5月は青少年奉仕月間～
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■前回の例会（4月25日）の報告

奉仕プロジェクト部門担当理事　堂　園　光一郎

鹿児島県少子化の現状

　少子化とは何でしょう。人口学では合計特殊出
生率は、１５～４９歳までの出産可能女性の年齢別出
生率の平均を表し、人口を維持するのに必要な基
準となります。合計特殊出生率が２．０７未満を相当
期間下回っている状況を少子化と言います。人は
男女ペアリングの後だいたい２～３人の子供をつ
くると考えると、少子化問題は起きないと考えて
良いです。
　しかし、鹿児島県の現状は平成２８年度合計特殊
出生率１．６８。比較すると全国１．４４よりは悪くな
いですが、人口減少をきたさない２．０７には届いて
いません。昭和５５年以降３７年間にわたり下降し続
けています。つまり少子化は長く続いており、年
ごろの若い女性も減少しているということになり、
つまるところ少子化が止まる事はないことを意味
します。回復させたいどころか歯止めはかからな
いので、「できるなら少しでも、ゆっくりと下降させ
たい。」これが行政（県）の目標になっています。
　〈生みたい子どもの数〉のアンケート調査では、理
想は３人、予定は２人、実際は１人と低い値で落
ち着いています。理想が持てない原因は経済的理
由、仕事への悪影響、高齢出産の心配です。鹿児
島では出産年齢は第１子平均２９．９歳、しかし４０～
４４歳での第１子出生数は年々増加傾向しており、
晩婚化・晩産化はふえています。我々産科医を悩
ませている問題点の一つはこの点にあります。
　配偶者（夫）の家事育児関連時間は全国的には平

均男子６７分です。先進国の中では最低レベルです。
鹿児島男子は５３分、もっと参加すべきであると謳
われています。夫の家事育児参加時間が長いほど、
第１子出産前後の女性の継続就業率割合が高く、ま
た第２子出産割合が高くなる傾向にあります。男
性諸君には頭の痛い話かもしれませんが、行政は
男性の家事育児参加が少子化対策の切り札となる
と考えており、政策に取り組みつつあります。
　鹿児島県の婚姻率は全国１９位ですが、離婚率全
国７位と高く（離婚率１位は沖縄県、２位は宮崎
県）ひとり親世帯（シングルマザー・ファーザー）は必
然的に多くなる背景です。また親世代との３世代
同居は少なく、支援が貰いにくいため育児環境は
決して良くはなく、孤立しがちになり、貧困・育児
困難を引き起こす可能性が高くなります。
　昭和５５年に生涯未婚率（５０歳まで一度も結婚し
ない率）は男性２．８％・女性５．３％でしたが、平成
２７年には男性２２．６％、女性１４．７％、と上昇して
おり未婚化は顕著です。アンケート調査ではその
理由として、男女共「適当な相手に巡り合わな
い」との回答が多数でした。そのため「結婚希望
のある人」を対象として、行政は出会い希望者へ
のサポート対策に乗り出しました。平成２９年１１月
１９日時点で、サポートセンター会員５００人と新聞
報道もあり注目されています。
　個人的には家事育児を手伝う夫（イクメン）が多く
なるだけで、すぐに少子化に歯止めがかかるとは
思いませんが、行政は〈イクメンＬＩＮＥ〉なる男性支援
のウエブサイトもネットに掲げて、真剣に取り組
んでいこうとしています。鹿児島の少子化対策へ
の行政の手腕に注目したいものです。



　今井様、本日は西ＲＣでの卓話をお引き受けいただ
きありがとうございます。楽しみにしております。
　先週は鶴岡ＲＣ・下関東ＲＣとの楽しい例会と翌日、
翌々日のアテンドありがとうございました。来年、再
来年の再会が楽しみです。
　２８日の土曜日はいよいよＲＹＬＡ本番です。ご協力
よろしくお願いいたします。例会後、最後のＲＹＬＡ
委員会を行います。関係者の方はお残りくださいます
ようお願いいたします。

　昨年９月に「かごしま新発見伝塾」副理事長の今井
征夫様に卓話をお願いいたしましたが本日は理事長の
今井俊子様に御登壇いただくことになりました。永
年、さまざまなシーンで鹿児島の観光を支えられてき
た今井様に卓話いただきます事に感謝してニコニコし
ます。

　鹿児島西プロバスクラブの創立２０周年記念旅行を近
日、霧島（１泊）で開催の予定です。先日の４月２０日（金）
はプロバスクラブ京田会長と山田幹事そして私、プロ

〈プログラム〉
　ゲスト卓話「斉彬の夢・西郷の夢」
　　　　　　　かごしま新発見伝塾
　　　　　　　理事長　今井　俊子　様

〈幹事ゲスト〉なし

〈ビジター〉なし

〈４月在籍表彰〉５名
　３９年　山下　皓三　君　　３１年　竹下　　威　君
　１２年　山之氏秀行　君　　　３年　有村　春房　君
　　１年　外西　　茂　君

〈会務報告〉
　１．５月７日（月）の学習会会場を熊襲亭に変更いた
　　　します。
　２．本日は１００万ドル食事にご協力いただきありが
　　　とうございます。

前回の例会記録 （ 4月25日分）

布  袋　嘉  之 君

鮎  川　吉  弘 君

久  保　眞  介 君

藤  安　秀  一 君、小  山　光  義 君

市内ＲＣ例会プログラム

http://www.rotary.org/
http://www.rotary.or.jp/
http://www.2730rc.jp/

Ｅメール・アドレス　info@kagoshima-w-rc.jp
ホームページ・アドレス　http://www.kagoshima-w-rc.jp/

鹿児島西ＲＣ
ＲＩのホームページアドレス
日本のホームページアドレス
第２７３０地区ホームページアドレス
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５月１５日（火）

５月１６日（水）

５月１６日（水）

サザンウインド
ＲＣ

山形屋

サンロイヤル

東急REI

サンロイヤル

ゆうづき

サンデイズイン
鹿児島

レンブラント
鹿児島

東急 REI

山形屋

クラブフォーラム
（会長エレクトPETS報告・
　　RYLAを受けての感想）

クラブ協議会⑨
（地区研修協議会打合せ）

地区研修協議会について
（地区チーム）

定例夜間例会
（姉妹クラブ訪問報告）

５月１０日（木）

５月１０日（木）

５月１０日（木）

５月１１日（金）

小計 6,000 円　 累計 555,137 円

会員卓話　新納　薫　君
「相続に関する卓話④」

１３日（日）吹上浜清掃へ振替

二火会　１９：００～
カフェベローゾ

第６回クラブ協議会
（新年度部門別討議）

ゲスト卓話
鹿児島西ＲＣ　海江田　嗣人　様

第40回市内分区　青少年指導者養成
研修会　RYLA（ライラ）

平成30年4月28日（土）開催されました。

次週予告
５月１６日（水） 18：30～　山形屋食堂

ファイヤーサイドミーティング

バス委員長久保との３人で下見に行きました。日時
等、詳細につきましては後日案内しますのでご参加の
程、よろしくお願いいたします。

　私の所属する鹿児島県信用保証協会は、中小企業の
皆様への融資円滑化のため公的な保証を行っていま
す。鹿児島は災害の多い県ですが今回、災害発生時に
事業の円滑な推進が図れるよう事業継続計画の策定な
どを支援する新しい保証制度を始めました。
　そのスタートにあたって、５月１日に小正会員が会
長の鹿児島県中小企業団体中央会と業務提携のために
様々な取り組みを進めていきますのでよろしくお願い
いたします。

基調講演：池口惠觀氏

パネルディスカッション


